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混合系加硫促進剤について

(2) 

前回に引き続き混合系加硫促進剤に関する実験データ

を紹介致します．

前回において混合系加硫促進剤ノクセラー MixNo, 

1 • ノクセラー MixNo, 2, ノクセラー MixNo, 3お

よび比較試料A, B, C, 計6試料の天然ゴム純ゴム配

合におけるムーニースコーチ試験により各混合系加硫促

進剤の加硫促進力の特徴を紹介し，その概要をとらえて

いただきました．

ところで，ここで用いましたノクセラー MixNo, 1・

ノクセラー MixNo, 2• ノクセラー MixNo, 3はい

ずぐも着色性・汚染性がほとんどありませんので透明・

白色・鮮明色の製品には非常に適した加硫促進剤であり

ます．一方，試料A, B, Cは前記3者に比べると多少

着色性が認められますが，さほど著しいものではありま

せん．

またこれらの混合系加硫促進剤はいずれも物理特性の

すげれた加硫物を作るのでその用途は非常に広いもので

あります．

今回はこれらの混合系加硫促進剤の天然ゴム炭カル配

合におけるムーニースコーチ試験を報告し御参考に供し

たいと思います．
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供試試料
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実験2. 天然ゴム炭カル配合によるムーニースコーチ
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天然ゴム炭カル配合におけるムーニースコーチ試験の

結果は表2,図2に示すとおりであるが，その傾向とし

ては前回の純ゴム配合の場合とほとんど同じである．す

なわちノクセラーDを含む試料A, B, 0の方が，ノク

セラーHを含むノクセラー MixNo, I• No, 2 , No, 3 

よりも加硫の立上りが早い．純ゴム配合とのおもな相異

点は，ノクセラー MixNo. 2とノクセラー MixNo,3 

の差がはっきり現われている点と全体的に加硫の立上り

が早くなっている点である．また配合量変化による差も

純ゴム配合の場合よりもはっきりと現われている．

前号 NOC技術ノート No.49の一部訂正

62ページ右行 （試験条件）の項 ML-I,63ページ

表 lの ML-Iおよび図 l中の ML-IをMS-Iに訂正

します. (ML-I→ MS-Iに訂正）
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表2 ムーニースコーチ試験結果（天然ゴム炭カル配合） MS-1 
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図2-1 各種混合促進剤の等量配合(0.6PHR)におけるムーニースコチタイムの比較 図2
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図2-6 各種混合促進剤の等且配合(I.2PHR)におけるムーニースコーチタイムの比較

40 

ム
I 30 

I 

侑
20 

3
 ゚
z
 
Mix/,I' 
／
 

ー，

／
 

2

、

゜

/
 

z
 
,I' 

x

/
＇’ 
M

i

,

＇’ー'-
‘’
 
ヽ

t

c
 

B

'

＇
，
 

i

i

1

、'--1 

試

成
ー
／
ー
／
ー
I

-

A

ーニ
，
 

,‘
 

ー

、

，

／

,

¥

`

,

’

 

叫

／

,‘
 

l

C

 

•' 
S

l

 

M
1
2
 

。。
10 20 30 

加熱時 1111 (分）

40 50 。゚ 5 10 
加熱時 1111 (分）

15 

(99) 

大内新興化学工業株式会社

139 


